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□ごあいさつ

　　　　　　　　　　　　　　　　

＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

(1) 電力及び燃料の二酸化炭素排出量削減に努めます。

(2) 廃棄物の排出削減に努めます。

(3) 環境関連法規制や当社が約束したことを順守します。

(4) 水道水の使用量削減に努めます。

(5) 事業活動に際して、資源保護と環境に配慮した活動を進める。

今日、企業の社会的責任として、環境への取組みは重要な活動の一つとなっています。

我々は、開発、製造、販売等の事業活動にあたり、

環境への負荷が低減される社会を目指した取組みを続けて参ります。

　　１．事業活動において環境に与える影響を削減する為に次の事項について優先的に取り組みます。

　　２．環境マネジメントシステムの確立と継続的改善
　　　　この環境方針に基づいた環境マネジメントシステムを確立し、その継続的改善に努めます。

　　３．環境方針の周知・徹底
　　　　この環境方針を全ての全社員に周知徹底します。

制定日： 2017年3月1日

石橋芳男代表取締役社長

具体的には、製品開発活動に際して、環境負荷の小さい原材料の選定を進める等、環境配慮型製品の
開発を目指します。

2019年3月1日

環境経営方針

開発、製造、販売等の事業活動の展開にあたり、「人にやさしく、地球にやさしく」を掲げ、

継続的改善を通じて「環境保全」活動を推進するとともに、環境に与える影響の削減に取り組みま
す。

改定日：

　

環境計画書を策定、実行すると共に、それらを定期的に見直し環境保全活動の継続的改善及び、汚染の予防を進める。
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□組織の概要
（１） 名称及び代表者名

株式会社シブタニ
代表取締役社長　石橋　芳男

（２） 所在地

本　　社 〒541-0048　大阪府大阪市中央区瓦町1-2-13

大阪支店 〒542-0082　大阪府大阪市中央区島之内2-13-7

東京支店 〒113-0032　東京都文京区本郷1-24-1

高岡支店 〒933-0804　富山県高岡市問屋町160-1

札幌営業所 〒065-0016　北海道札幌市東区北十六条東13-1-7

仙台営業所 〒981-3117　宮城県仙台市泉区市名坂字原田177-2

東京配送センター〒373-0037　群馬県太田市新道町1271-2

静岡営業所 〒422-8034　静岡県静岡市駿河区高松2-28-16

名古屋営業所 〒463-0092　愛知県名古屋市守山区白沢町116

広島営業所 〒732-0052　広島県広島市東区光町1-12-16　3F

高松営業所 〒760-0078　香川県高松市今里町1-28-17

福岡営業所 〒812-0013　福岡県福岡市博多区博多駅東3-11-28　3F

沖縄営業所 〒902-0068　沖縄県那覇市真嘉比3-4-34　105

ＳＬＣ 〒572-0076　大阪府寝屋川市仁和寺本町2-2-12

奈良工場 〒632-0251　奈良県奈良市針町3628-1

（３） 環境管理責任者氏名及び役職

  環境管理責任者：　大谷　毅　総務部・購買部統括部長
（４） 事業内容

建築金物等の製造・販売
（５） 事業の規模

（６） 事業年度 4月1日～3月31日

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 株式会社シブタニ
対象事業所： 大阪支店
対象外： 本社、東京支店、高岡支店、札幌営業所、仙台営業所、東京配送センター

静岡営業所、名古屋営業所、岡山営業所、広島出張所、高松営業所
福岡営業所、沖縄営業所、ＳＬＣ、奈良工場　※2025年頃までに拡大予定

活動： 建築金物の製造・販売

□事業や製品（商品）の紹介

＜対象事業所（大阪支店）＞
従業員（人）：89
延べ床面積(㎡）：　998

製品売上高：226億円(2022年度）

主な事業の紹介

・錠前・サッシ・ドア用付属金具

その他建築関連付属部品

Clavis（クラビス）F22シリンダー

フリクションステー

商品の紹介

・Clavis（クラビス）F22シリンダー

小さな丸い鍵穴は、ピッキング（特殊な工具で不正に解錠する

こと）工具が入りにくく、テンションがかかりにくい形状。

また、万一工具が挿入された場合でもアンチピッキングピンを

採用していることで解錠が困難です。

・フリクションステー

サッシを固定する金物で、サッシの開閉によって稼動します。
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

代表者
社長 石橋芳男

 環境管理責任者
大谷毅

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加
全従業員

2023年1月10日

・環境経営システムの構築、実施、管理

部門長

・環境に関する内部監査の実施・報告
・環境に関する内部監査の計画

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告

・環境経営計画の審議
・環境活動実績の確認・評価

環境委員会（準備中）

・環境経営に関する統括責任
・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備

役割・責任・権限

環境事務局
稲垣 孝紘

・環境管理責任者を任命

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境活動の実績集計

環境事務局

環境管理責任者

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・代表者による全体の評価と見直し、指示

・環境経営目標・環境経営計画書を確認
・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・試行・訓練を実施、記録の作成
・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成

・環境経営方針の策定・見直し代表者（社長）
・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・時部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

内部監査チーム（準備中）

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・環境管理責任者の補佐、の事務局

・環境経営レポートの承認

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境経営レポートの確認

・自部門における環境経営方針の周知

大阪支店4F

総務部
大阪支店3F

営業部

大阪支店4Ｆ

商品品質部
大阪支店2Ｆ

技術開発部
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□主な環境負荷の実績
単位
kg-CO2

トン
トン
㎥

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 関西電力調整後排出係数(2019年度実績）

□環境経営目標及びその実績

〇

〇

✕

○
〇

〇

〇

□環境経営計画の取組結果とその評価
数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄 次年度の取組内容

2017年

2022年

17.00

基準年度比

18.08ｔ

95%基準年度比

○

・空調の適温化（冷房２８℃程度、暖房２０℃程度）

○

達成状況

販売活動を継
続する。

7月

水道水の削減

○

・ＥＶを使用せず、階段を使用

8月

ららぽーと
富士見等拡

販完了

数値目標

785

〇 年間を通し数値目標達成となった。週1回のノー残業デーの取
組も浸透してきており、一層の残業減少等により効率向上を
目指す。○

○

2017年 96%

－
（スイッチストライクエアーの拡販）

・不必要な照明の消灯

・ノー残業デー実施による消費電力削減

拡販継続－

その他：産業廃棄物の排出量には有価物（金属）を含む。化学薬品の取り扱いはなく、目標は設定していない。

環境に配慮した商品の拡販

818㎥

産業廃棄物の削減

二酸化炭素総排出量

16.21

73,606

項　目

0.318

　産業廃棄物排出量 18.08
4.30

廃棄物排出量 34.29 10.80 14.80

一般廃棄物の削減（焼却量のみ）

総排水量 818

78,225

2022年 2023年

6月5月4月 12月11月10月

13,45110,580 10,546

9月
16,25914,328 18,586 22,333 21,841

15,505 16,419
14,072

3月2月1月

ｔ 5.56 5.36 3.73 5.33 5.31

525

2017年 97%

2017年

0% 97%

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

基準年度比 2017年 97%

上記二酸化炭素排出量合計

28,101 23,917

kg-CO2 92,898 89,186

2021年 2022年

63,278
基準年度比

525

電力による二酸化炭素削減 kg-CO2 67,317 64,625 50,123 63,952

　一般廃棄物排出量

2024年
（目標）

基準値

4.30

2017年

92,898

取組結果とその評価

96%

393 0 391405

23,666
94%

（基準年) （目標） （実績） （目標）
評
価

67% 96.0% 95.5%

96% 74%

24,169

6.50 10.50

自動車燃料による二酸化炭素削減

基準年度比

kg-CO2都市ガスによる二酸化炭素削減

基準年度比 96% 112% 95%
kg-CO2 25,176

95% 94%

777

13,999
15,886

14,090
16,12018,466 18,453

2017年

95%63% 94%
769518

87,333

389

78,225 88,259

・ノー残業デー当日に通知を行ない、
より一層の浸透、業務効率向上を目指
す。
・不必要な照明の消灯
・空調の適温化（冷房２８℃程度、暖
房　２０℃程度）
・ＥＶを使用せず、階段を使用

数値目標設定

94%

17.36 10.50 17.18

2017年 96% 58%

17,602
11,209

18,453
14,935 14,53110,286 12,070

0

10,000

20,000

30,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

電力（kWh） 2017年 2022年

5 ページ



都市ガスによる二酸化炭素削減

取組紹介欄 次年度の取組内容

2017年

2022年

自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄 次年度の取組内容

2017年

2022年

一般廃棄物の削減

取組紹介欄 次年度の取組内容

2017年

2022年

達成状況

数値目標

0

4月 7月 8月

6月

達成状況

数値目標 ○
・冬季以外の給湯停止

×

24 13

0.48 0.50

数値目標
・ミスコピーを防止するため、印刷時にボックス印刷を行なう。 ○

6月 7月

8
0

○

9月 10月 11月 12月

0.44

通年においても数値目標達成となった。公共交通期間の利用
推奨や、遠方への営業、荷物がある際など、優先して車輌を
使うケースの指導を行なっていく。

1月8月

8月 9月

達成状況

通年を通し、数値目標達成となった。
不要な印刷物に関してはボックス印刷や分別を行なうなどし
て引き続き削減に努める。電子化が進んでいる為。

9671,040

12月

○

1,218 1,048 1,455 1,211 1,367

0 00

・公共交通機関の利用等による、社用車の使用削減

10月

0 0
7 6

5月 6月
6

○

24

5月

1,059 1,027 1,182 1,140 1,038

0.47 0.47
4月 5月

0.32 0.30 0.31 0.32 0.31

7月4月

ガスを使用しておりません。

9月

・冬季以外の給湯停止

27 2727

取組結果とその評価

3月

707
890

2月

3月

0

2月

9181,025
488 498

1月

0 0

0.410.48 0.46

・社内回付書類において電子印での回
付を行なう様検討中。
・給与明細のクラウド化における、紙
の削減、明細配布の時間の削減

1月

0

3月
0.41

取組結果とその評価

0.39 0.47

8
0

0.50

取組結果とその評価

0.31

10月 11月 12月

833
1,243 628 534 447
985

2月
24

11月

・2017年度実績を基準として目標を設
定する。
・公共交通機関の利用等による、社用
　車の使用削減
・更新時に低燃費車を選択

0.31 0.32 0.300.30 0.33 0.30

0

10

20

30

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

都市ガス（㎥） 2017年 2022年

0

500

1,000

1,500

2,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

ガソリン（L) 2017年 2022年

0.00

0.20

0.40

0.60

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

一般廃棄物（ｔ） 2017年 2022年
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産業廃棄物の削減

取組紹介欄 次年度の取組内容

2017年

2022年

水道水の削減

取組紹介欄 次年度の取組内容

2017年

2022年

環境に配慮した商品の拡販

取組紹介欄 次年度の取組内容

11月 12月
0.00

数値目標 ○

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

○

0.00

洗車の際、バケツ水を使用するようにし、節水を心がけてい
る。
引き続き、使用量が上がらないよう、節水の取組みを継続す
る。

0.00

取組結果とその評価

○

0.00 10.500.00

5月 6月

・不要なサンプル作成の削減
・適正な保管、分別 ○

・社用車の洗車の際、ホースではなくバケツを使い、節水を励行している ○

0.00 0.00

サンプルの作製に際し、予備検討を十
分に行い、不要なサンプル試作を控え
ることに努める。

0.00 0.00

販売活動を開始し、取組み事例の増加
を図る。

導入を継続しており、拡販に成功している。

数値目標

達成状況

・洗車の際の節水継続。

64

0.00 0.00

達成状況

7月 8月4月

累計の目標値達成。
引き続き、余分なサンプルの作成を少なくするなどして、廃
棄物の削減に努める。

2月1月

61 6965
3月1月 2月

9.04 0.00

取組結果とその評価

0.00 0.00
0.00 0.00

9月 10月
0.00

3月

6月 7月
79

4月 8月 9月 10月 11月 12月
79 67 72

5月
6574 63

達成状況 取組結果とその評価

60

スイッチストライクエアーの拡販

51 3052 44 45 40 34 48 44 41 47 42

0

50

100

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

水道水（㎥） 2017年 2022年

0.00

5.00

10.00

15.00

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

産業廃棄物（ｔ） 2017年 2022年
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

□代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

＜情　報＞ ＜見直し・指示＞
◇自社を取り巻く環境問題の変化 ◇環境経営方針

　（社会的情勢、利害関係者の要求等）

◇環境目標・活動計画の達成状況 ◇環境経営目標及び環境経営計画

◇その他 ◇実施体制

【今回の評価結果と今後の経営視点】

□これまでの環境活動の紹介

地域清掃の様子

□編集後記

燃料のみ未達成。継続し、取り組んでいきたいと思います。
コロナ渦もあけ、公共交通機関の利用推奨や遠方への営業、
荷物がある際など優先してして車輛を使うケースの指導を行って参ります。

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）
一廃収集業者の許可の確認、産業廃棄物の表示および収集及び処理業者の許
可・契約の確認とマニフェストの発行・保管、廃蛍光灯

消火設備の点検、防火管理者の選任等、火災予防に関する業務消防法
道路交通法

簡易点検（業務用空調機）

車両からの積載物のはみ出し、安全運転管理者等

廃棄物処理法

道路運送車両法 車両の大きさ・重量、乗車の保安基準

フロン排出抑制法

地球温暖化の影響によるCO2の排出抑制

2023年5月31日

変更無し

自動車燃料が未達成になっているので、カーシェアの利用等を推進し、削減につなげていく。

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

【前回の指示への取組結果】
一般廃棄物の削減に関してゴミの分別の指示を行ない、減量することができた。

目標数値未達成。カーシェアの適正な利用等の活動を継続す 変更無し

・利害関係者からの苦情・要請等
境上 問題点等

変更無し
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